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1. はじめにはじめにはじめにはじめに ―――――――― 数値地質情報とその意味数値地質情報とその意味数値地質情報とその意味数値地質情報とその意味 
近年，コンピュ－タ関連の技術革新により，社会の情報化が

急速に進んでいる．「空間デ－タ基盤」すなわち，地理的な情

報を基本的な枠組みとして，それに結びつけてあらゆる情報を

扱う仕組みを持つシステムは，インフラ的な性格をもつことか

ら特に重要で，GIS（Geographic Information System, 地理情報

システム）はすでに世界中で広く注目されている．この GIS

で扱う情報はすべて数値化した情報である．ここに情報という

のは抽象概念ではなく地形の標高・地質の分布等の具体なデー

タを意味する． 

地球の空間システムは複雑系であり，簡単な数式または数字

で表現できないものも多い．情報を様々な形で自由に可視化す

ることが重要である．数値情報の魅力はコンピュ－タを使って

処理できることから生まれる．情報をコンピュ－タで可視化す

れば，その情報をより正確に把握できるとともに，情報の特徴

を抽出することや隠された情報を見出すこと等も可能になる．

たとえば，地形データを可視化するひとつの方法である陰影地

形図の場合，仮想光源をつくり，様々な方向から照射すると普

通の空中写真では見えないイメージが見ら，地形の全体像をよ

り正確に把握できる．第 1 図は屋久島の 50m メッシュ標高デ

ータから作成した陰影地形図である．空中写真や衛星写真から

ではわかりにくい共役線状の構造が顕著に表れように仮想光
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源の位置を定めている．第 2 図は浅間山周辺の地質陰影図の鳥

瞰図である．地形の変化と地質の分布及びその相関がわかりや

すくなる．第 3 図は東北地方の重力基盤の標高(駒沢，準備中)

を表したもので，カラー陰影図（図右）の方が通常のコンター

図（図左）よりずっと直感的でわかりやすい．このように数値

情報はコンピュータ処理することにより分かりやすく表示で

きるので応用範囲は広い． 

地球科学の分野では，研究対象の特徴を定量化するために数

値化した情報が不可欠である．地球環境の中に起こるあらゆる

現象の本質を探求するためには，複雑系である地球空間システ

ムにおいては，数値シミュレーションは有効かつ不可欠な方法

と考えられる．“地球シミュレーション”という言葉がすでに

登場している．これは，地球内外で発生する自然現象を大規模

コンピュ－タで再現し，その発生過程及び影響等を予測・予知

するための計算システムである．ここで，基本となるのは大量

かつ詳細で正確な数値化した地球空間情報である．たとえば，

津波を予知するために海底地形と海岸地形のデータが不可欠

である．地震の災害を予測するために地盤の情報，ライフライ

ン情報，建造物の情報，人口分布等様々な情報が必要である．

このような地球環境問題は２１世紀における重要な問題であ

り，地球に関する数値情報はますます重要となることは疑いな

い．他方，ハードウェア及びソフトウェアの低価格化が進み，

簡易な GIS導入が可能になる一方で，電子化されていない，デ
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ータ仕様が異なり利用できない等の問題がある．このため，地

球科学及び国土に係る骨格的なデータを地球空間データ基盤

と位置付けて整備を図っていく必要がある． 

2. 地質調査所の使命と地質情報データベース地質調査所の使命と地質情報データベース地質調査所の使命と地質情報データベース地質調査所の使命と地質情報データベース 
地質調査所は国内では最大規模の地質学の専門家を携する

国立の調査研究機関である．120 年以上の長い歴史を背景に膨

大な地質情報を保持するとともに，地質情報を日々生産してい

る．「公共的な調査・研究・情報機関」である地質調査所は情

報化社会に対応して国内外の地球科学情報の生産・収集・整備

を図り，広く一般に地球科学情報を提供している．地質図類は，

日本の国土と周辺海域の開発利用，環境汚染の防止，地震・火

山噴火の予知，予測等多方面に役立つ地球科学における基礎情

報のひとつである．このような研究情報をより広く社会へ還元

するためには，この情報に対し社会の各層から容易にアクセス

できるようにしなくてはならない．このため地質調査所では各

種地質図や報告を出版するとともに，より有効な利用のために

出版済地質図の数値化及びデータベース化を積極的に展開し

ている．数値化及びデータベース化は在庫切れや再版が困難に

なっている貴重な資料にも新たな命を与えることにもなるだ

ろう． 

地質調査所ではデータベース構築に関して，明確な年次展開

計画を作成するまでに至っていないが，現在のデータベースの

構築と公開計画を筆者が知り得る範囲でまとめると，第 1 表の

ようになる． 

公開されているデータベースの中では 100 万分の１日本地

質図第３版 CD-ROM 版（地質調査所，1995）は注目されてい

る．これは地質調査所が刊行した日本地質図第３版（地質調査

所，1992）を数値化したもので，CD-ROM のほか，WEB サイ

ト（http://www.gsj.go.jp:10080/PSV/Map/ mapIndex.html）からも

画像を閲覧できる（第 4 図）．また，位置情報をもつ地質科学

データベースを公開する際，100 万分の１日本地質図をベース

画像として利用できる．例えば，結晶質岩石試料データベース

は第5図に示すように 100万分の１日本地質図の画像上に岩石

試料の産出場所を示す記号を表示し（画面の上部分），その記

号をクリックすれば岩石写真・顕微鏡写真及び説明文等が画面

の下部分に表示されるような形式で作成されている．音波探査

記録デ－タベース等も同じ形式で作成することができる． 

 

 
第１図 屋久島地形陰影図（国土地理院 50m メッシュ（標高）から作成）． 
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第 2 図 浅間周辺地質鳥瞰図（20 万分の 1 の地質図及び国土地理院 50m メッシュ（標高）から作成 ）． 

 

 
第 3 図 重力基盤標高データ（駒沢，準備中）．カラー陰影図の方が情報の特徴を 

 

3. 高度情報通信時代に向かって高度情報通信時代に向かって高度情報通信時代に向かって高度情報通信時代に向かって 
無用なあるいは有害な情報もインタ－ネットを通じて世界

中に氾濫し始めている今日，人類に有益な情報を提供すること

は重要である．有益なディジタル財産を提供していくためには，

科学論文偏重の研究成果の評価基準を見直す必要性も当然出

てくるだろう． 

有用な情報がもつべき第一の条件は客観性である．調査結果

等の一次材料の取得から情報を処理提供する過程で中立公正

を守ることが重要である．そして，情報学の専門家と各分野の

専門家との協力が不可欠である． 

第１表に示した個別データベースは専門分野毎に作成

されつつあるが，ユーザの利用を考えて個別のデータ

ベースを統合・処理・表示し得る総合データベースに

収斂させるべきだろうと考える．また情報の高度利用
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を考慮して地質調査所の任務に適合した地質科学デー

タベースを開発しなければならない．たとえば，地層

環境分野，廃棄物処理分野，地震・火山・テクトニク

ス等の科学研究分野で要求されている三次元地質科学

データベース，地球環境の予測・予知等の分野で必要

とされる時系列地質科学データベース，地球規模の地

球環境保護等の分野で必要なグローバル地質科学図デ

ータベース等が考えられる． 

 

第４図 100 万分の１日本地質図画像の WEB サイトによる

閲覧. 
 

なお，地質調査所を含む工技院傘下の 15 研究所は 2001 年 4

月 1 日に独立行政法人「産業技術総合研究所」として再スター

トする．この研究所の地質調査分野は，これまで以上に，産業

界や社会のご要望に応え，幅広い地球科学の分野を対象に，最

新の調査研究に基づく地球科学情報を利用し易く提供しなけ

ればならない． 

さらに，高度情報通信時代においてはインタ－ネット及び移

動通信等の利用は必須となる．「空間情報科学の確立のため，

空間情報のデータベース化に関する研究開発」を研究課題とす

る知的基盤プロジェクトが 1997 年度からスタートし，地質調

査所，港湾技術研究所，国土地理院，防災科学研究所等の国立

研究所や大学及び民間企業が分散型データベースを構築し，こ

れらのデータを含めた異種 GIS データのネットワーク環境に

おける統合的利用環境を開発しようとしている。得られた成果

はインタ－ネット上で公開する方針になっている．第 6 図は公

開予定画面の 1 例である． 

“K-Net”の強震動波形はインターネットで既に公開されて

いる（http://www.k-net.bosai.go.jp/）．さらに，地殻内部に発生

する微小地震をより精確かつ均質に観測するため“Hi-Net”地

震観測網が構築され，膨大な微小地震波形データ等がインタ－

ネットを利用して準リアルタイムで公開されている

（http://www.bosai.go.jp/ center/hi-net/index.html）．また， GPS

（Global Position System）を利用した地殻変動データも公開さ

れている(http://mekira.gsj-mc.go.jp)．このように，地球空間情報

がこれから急速に増えることは確実である． 

情報を生産・提供するときは，一歩先の情報の利用を考慮し

利用目的に応じて分類し，利用者が選択できるようにする必要

がある．たとえば，教育分野，地域建設プランニング分野，土

木分野，防災分野，環境問題，地質巡検，仮想現実等等の分野

毎に，情報利用のあり方が異なり，それに対応した情報を提供

する必要がある． 

4. データの公開データの公開データの公開データの公開    ――――――――    一般ユーザのために一般ユーザのために一般ユーザのために一般ユーザのために 
情報の公開にはまださまざまの問題点がある．著作権の問題

があるから，現状では地質調査所で公開できる情報は地質調査

所の著作物に限らざるを得ない．地形データ等を利用して地質

図をよりリアルに可視化しようとするためには，別の機関に分

散管理されている地形情報等を集める必要がある．これを容易

に実現するためにはメタデータの整備・標準化が重要な課題に

なる． 

情報の公開にはネットワークとマルチメディアとの 2 つの

方法がある．ネットワークにおける情報公開は即時性，将来性

等の特長がある．他方，転送容量に制限がある，ユーザ自身の

データと合体しにくい等の欠点もある．CD-ROM 等のメディ

アを利用しての公開は大容量のデータに対応し易い，誰でも利

用できる，データを再利用できる等の利点がある．一方，出版

までに時間がかかる，情報更新に不便である等の欠点がある．

今後も 2 つの方法が並存するであろう． 

地質調査所の数値地質情報は以上の 2 つのルートを通じて

公開されている．大容量データの公開にあたっては主に

CD-ROM 化する手段を採用している．CD-ROM データベース

を利用する場合は，複雑な処理が可能になるとともに，ユーザ

独自のデータを組み込むことも簡単にできる．インターネット

上で画像を利用する場合には，要求内容をサーバに送信し，サ

ーバ側が要求に対応した画像を作成しユーザに返送するたあ

め，大きな画像データを送信する時は応答が遅くなる．  

 



第 1 表 地質調査所におけるデータベース構築の現状 
地質科学インデックスデータベース地質科学インデックスデータベース地質科学インデックスデータベース地質科学インデックスデータベース 
 地質文献データベース（GEOLIS） 既刊 http://www.aist.go.jp/RIODB/GEOLIS/geolisj.html 

   CD-ROM 版（地質調査所，２０００） 
 地質図幅目録 既刊  http: //www.gsj.go.jp/PSV/Map/catalogu.htm 
 報告書の目録 既刊  http: //www.gsj.go.jp/PSV/Pub/Index_j.htm 
 地質図索引図データベース 近刊 
 地質標本データベース 計画 
 
数値地質科学データベース数値地質科学データベース数値地質科学データベース数値地質科学データベース 

 

 数値地質図類  

  地質図データベース（100 万分の 1） 既刊 CD-ROM（地質調査所編，1995） 
http://www.gsj.go.jp:10080/PSV/Map/mapIndex.html 

  地質図データベース（20 万分の 1） 一部既刊 C D-ROM（地質調査所研究資料集，1998） 
  地質図データベース（5 万分の 1） 計画 
  地質図データベース（東・東南アジア） 既刊 CD-ROM（CCOP・地質調査所 編，1997） 
  海洋地質図データベース 近刊 
 画像類  

  火山写真データベース 近刊 
  衛星画像データベース 近刊 
  古地質図画像データベース 計画 
    20 万分の１地質図（画像） 既刊 CD-ROM（地質調査所，1999） 
 地震・火山  

  活構造データベース（50 万分の 1） 既刊 CD-ROM（地質調査所，1995） 
  被害地震・火山データベース 既刊 CD-ROM「日本列島の地質」（地質調査所編，1997） 
  地震分布データベース 既刊 CD-ROM「日本列島の地質」（地質調査所編，1997） 
 地下水  

  地下水井データベース 近刊 
  地下水観測データベース 計画 
 資源  

  温泉データベース 既刊 CD-ROM「日本列島の地質」（地質調査所編，1997） 
  地熱資源データベース 既刊 CD-ROM 暫定版「東北・九州地熱資源図」（地質調査所，2000） 
  海洋鉱物資源データベース 計画 
 岩石  

  岩石標準試料データベース 既刊  http://www.aist.go.jp/RIODB/geostand/welcomej.html 
  岩石物性値データベース 既刊  http://www.aist.go.jp/RIDB/prock/ welcomej.html（村田他，1998） 
  結晶質岩石データベース 計画 CD-ROM 試作版 
  年代値データベース 計画 
 地球物理データ類  

  磁気異常データベース（東アジア） 既刊  CD-ROM「400 万分の 1 東アジア磁気異常図」（地質調査所，1996） 
  磁気異常データベース（日本及び周辺海域） 近刊 
  重力異常データベース（日本） 既刊  CD-ROM（地質調査所，2000） 
  地震探査データベース（屈折，反射） 計画 
  熱流量データベース 計画 
  音波探査記録デ－タベース 近刊 
 
関連データベース（他機関所有データ）関連データベース（他機関所有データ）関連データベース（他機関所有データ）関連データベース（他機関所有データ） 

 

 数値地図 1km/250m メッシュ（標高） 市販 CD-ROM（国土地理院，1997） 
 数値地図 50m メッシュ（標高）(I,II,III) 市販 CD-ROM（国土地理院，1997） 
 環境データベース 近刊 CD-ROM 試作版（環境庁） 
 道路地図 VisMap2 市販 CD-ROM（パイオニア・ナビコム（株）） 
 GTOPO30(地球陸地標高 30 秒 DEM) USGS CD-ROM，http://www1.gsi-mc.go.jp/gtopo30/gtopo30.html 

HYDRO 1K:  
Elevation Derivative Database 

USGS CD-ROM，http://www1.gsi-mc.go.jp/gtopo30/gtopo30.html 

 ETOPO5（地球標高 5 分 DEM） NO.AA  http://www.ngdc.No.aa.gov.mgg/global/seltopo.html 
 
簡易簡易簡易簡易 GIS ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア 

 

 GeomapZ 
  地質情報表示・解析用簡易 GIS ソフト 

http://www.aist.go.jp/GSJ/FTP/GeomapZ/ 
 



 

第５図 開発中の結晶質岩石データベースの表示例．100 万分の１日本地質図画像の上に岩石試料の 

産出場所を示すシンボルが表示されている（上の部分）．データのシンボルをクリックすれば試料 

写真・顕微鏡写真及び説明文等が画面の下部分に HTML として表示される．

 

 

第６図 インターネットから地質データベースを利用する例．ユーザが表示内容等を選択できる． 
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第７図 CD-ROM から地質データベースを利用する例．より複雑な処理やユーザデータの組み込み等が可能である． 

 

データベースをつくるために Arc/Info とか TNTmips 等の大

型 GIS ソフトが必要であり（野呂春文，1997），作製したデー

タベースを高度処理して利用するためにも，このような大型ソ

フトウェアが必要である．しかし，多くのユーザはデータベー

スを簡単に処理・表示し利用したいと考えていると思われる． 

このようなユーザにも利用してもらうために，地質調査所では

積極的に簡易 GIS ソフトの開発を行っている．地質情報データ

ベースに適合し，誰でも簡単に利用できる汎用性のある地質情

報表示・解析用簡易 GIS ソフト-GeomapZ(雷他，1999)がその一

例である．GeomapZ を使えば，大型の専用 GIS ソフトがなく

ても PC 上で簡単にデータベースを利用して地質図画像等が作

成・表示できる．また GeomapZ を利用してデータベースを構

築することも可能である．以下の節では GeomapZ の概要を説

明するとともに，GeomapZ を利用したデータベース構築例を

紹介する． 

5. GeomapZ についてについてについてについて 
GeomapZ は Windows95/98/NT4.0 以上が稼動するコンピュー

タ上で動く簡易地質情報表示・検索・解析ソフトであり，地図・

地質図画像の作成，地質情報の検索及び簡単な解析処理等の機

能を有している（第７図）．GeomapZ の詳細ついては雷・他

（1999）を参考してほしい。ここで GeomapZ の概要とその後

追加した新しい機能についてを述べる。 

表示できる情報は以下のようなものである． 

・面分布データ（地質図・標高・衛星画像等） 

・点分布データ（地震震源・温泉等） 

・線分布データ（河川・断層等） 

・ユーザ定義の線分布データと点分布データ 

GeomapZ がサポートしているファイルの形式は以下のとお

りである． 

・ベクトルデータ：DLG(Digital Line Graph)，テキスト 

・ラスタデータ：DEM(Digital Elevation Model),画像データ

（BMP, Bitmap, TIFF, Tagged File Format）等 

・マルチメディアデータ：WAV, AVI, HTML 等 

 GeomapZ では情報の表示は 3 つの層に分けられる．第 1 層

にはベース画像すなわち地質図，標高段彩図等の面分布情報を

表示する．第 2 層にはベース地図，すなわち，海岸線，河川，

断層及び行政境界等から構成される線データを表示する．第 3

層は付加情報をもつ点分布あるいは線分布データを表示する

層であり，付加情報の種類毎にシンボルの大きさや色等を設定

できる．また，付加情報として画像・動画等を利用することが

可能である．さらに DEM データ等の陰影化処理または３D 表

示が可能である． 

第 1 層のベース画像を多層構造にすることもできる．例えば

第 8 図に示す例の場合ではベース画像として１）地質図，２）

地形 DEM，３）重力異常，４）衛星画像，５）数値地図（Vismap 

2.0）計５種類の画像が含まれ，これらの画像の内任意１つの

画像を表示できるほか，透明度を指定してかずれ表示すること

もできる．これにより多数の画像情報を同時に見ることができ

るから実用上便利である． 



 

第８図 ベース画像に複数層の画像を組み込んだ例．画像間の切り替えあるいは同時表示が可能． 
 

ベース画像等がメッシュ化された場合（例えば国土地理院の

250ｍ・50m の DEM データ）でも，区画にとらわれずに任意

の範囲の図を作成できる．また，標高データを利用して地質図

等の立体視画像を作成することも可能であるから，地質情報を

より直感的に表現できる．第 2 図はその一例で，標高を 2 倍増

幅して表示している．  

更に，表示した画像上で任意場所をクリックするとその場所

の情報が表示される．地質データでは岩種や年代等が表示され

る．標高図の場合では標高値や勾配等が表示される．付加情報

の記号をクリックした場合には関連するすべての情報が表示

される．さらに付加情報としてテキストファイル，画像ファイ

ル，動画ファイル等があれば，リンクすることによってそれを

閲覧することが可能である． 

また，印刷するときプリンターの解像度に合う画像データを

自動的に選択して使うため，印刷したものはパソコンモニター

画面に表示したものより高い解像度をもつ． 

GeomapZ はデータベースを公開する際簡易ビューアソフト

として開発したもので，データベースと組み合わせた形で提供

するのが普通であるが，単体でビューアソフトとしても利用で

きる．なお，これから開発されるデータベースの特徴に合わせ

て改良していく必要がある．地質調査所の匿名 FTP サイト

(http://www.aist.go.jp/GSJ/FTP/GeomapZ/) から最新版ソフト及

びデモデータ等を入手することができる． 

6. GeomapZ によるデータベース構築例によるデータベース構築例によるデータベース構築例によるデータベース構築例 

6.1 結晶質岩石データベース結晶質岩石データベース結晶質岩石データベース結晶質岩石データベース 

日本列島の“平均像”を求めるため，日本列島の構成を代表

する岩石標準試料及びこれらの岩石についての質の高いデー

タセットが必要とされる．結晶質岩石データベースはこのよう

な要求に応えた開発中のデータベースである（楠瀬・他，1999）．

このデータベースには岩石の密度・空隙率・弾性波速度・顕微

鏡画像・力学試験データ・岩石学的な記載・科学組成等のデー

タが地質図データベースや GeomapZ とともに納められている．

第 5図に示すように 100万分の１の地質図上に岩石試料採取場

所に記号が表示され，これをクリックすると試料の産地，岩石

名，地質区分等を記述したテキストファイルから HTML 仕様

のファイルが動的に作成されて表示される．HTML の中に更に

詳細な情報を表示するためのリンクがある．このようなデータ

ベースを構築するためには第 2 表のような定義ファイル等を

作成しデータファイルとともに決められたフォルダに納めて

おけばよい．オブジェクト定義ファイルには表示のためのパラ

メータ及び各オブジェクトの属性等が記述される．地質，地形

等の面分布画像データ定義ファイルは区画毎のファイルに対

し各区画のファイル名と範囲等を記述する．各ファイルついて

の説明は省略するが，地質調査上の匿名 FTP サイト

（http://www.aist.go.jp/GSJ/FTP/GeomapZ/）からデモ版のファイ

ルをダンロードし各ファイルの詳細を調べることができる． 



第２表 結晶質岩石データベース定義ファイル Srock.gmp 
 ファイルの記録ファイルの記録ファイルの記録ファイルの記録   説明説明説明説明 
 Standard Rock in Japan   タイトル 
 Geological Survey of Japan, 1999  著作権情報 

 [BASE_MAP]   境界線等を指定するセッション 
 Boundaries   境界線のタイトル 

  0 4 3 138 36   詳細度は 0 から 4, デフォールトは３．初期画面の中心座標は E１３８，N36 
 0  40   5    5  20    各詳細度のデフォールトパラメータ： 
 1  16   4    4  10   サイズ（度），経緯度線間隔（度）， 
 2   8   2    2   5   移動ステップ（度），スケール 
 3   4   1    1   2 
 4   2  .5   .5  1 
 0 4 
 Jpn_map2¥Jpnmap_0.map   詳細度 0 の海岸線データファイル 
 Jpn_map2¥Jpnbdy_0.map   詳細度 0 の行政境界線データファイル 
 Jpn_map2¥Jpnrvr_0.map   詳細度 0 の河川データファイル 
 Jpn_map2¥Jpnflt_0.map   詳細度 0 の断層データファイル 
 1 4 
 Jpn_map2¥Jpnmap_1.map 
 ……         （省略） 
 4 4 
 Jpn_map2¥Jpnmap_4.map   詳細度 4 の海岸線データファイル 
 Jpn_map2¥Jpnbdy_4.map   詳細度 4 の行政境界線データファイル 
 Jpn_map2¥Jpnrvr_4.map   詳細度 4 の河川データファイル 
 Jpn_map2¥Jpnflt_4.map   詳細度 4 の断層データファイル 
 [Projection:Quick] 138.0 35.0  投影法と投影中心 
 Jpn_map2¥Prop.dat   境界線表示属性 
 [BASE_IMG]:ON   ベースイメージ－１，初期：表示 
 GmapJ100.lem¥GmapJ100.txt  地質データ定義ファイル 
 [BASE_IMG]:OFF   ベースイメージ－２，初期：非表示 
 TopoJ50¥Topoj50.txt    地形データ定義ファイル 
 [MASK_IMG]:OFF   マスクイメージ，初期：オフ 
 TopoJ250¥Topoj250.txt   マスクイメージ定義ファイル 
 [OBJ_MAP]:ON   オブジェクト－１ 
 SrockJ¥srockj.txt   オブジェクト定義ファイル 
 

 

第９図 GeomapZ に組み込まれた音波探査断面データベース．海洋地質図の上に音波探査の測線位置が 

表示され，その代表点をクリックすると音波探査記録断面図とその解釈断面図等の情報が表示される． 



6.2 音波探査記録データベース音波探査記録データベース音波探査記録データベース音波探査記録データベース 

音波探査記録データベースは海域音波探査アナログ記録の

数値化したものを海洋地質図上で検索可能なデータベースと

して納められているものである．第９図のように海洋地質図の

上に音波探査の測線位置が表示され，その代表点をクリックす

ると音波探査記録断面図とその解釈断面図等の情報が表示さ

れる．希望する断面をすばやく見ることが可能である。 

6.3 数値地図数値地図数値地図数値地図 1km/250m/50mDEM（国土地理院）の利（国土地理院）の利（国土地理院）の利（国土地理院）の利

用について用について用について用について 

国土地理院の数値地図 1km/250m/50mDEM のデータファイ

ルはテキスト仕様になっている．特に 50mDEM の場合，２次

メッシュに準じてファイルが作成されているため読み込みに

非常に時間かかる．バイナリ仕様に変換すれば GeomapZ で数

十倍ほど早く表示できる．GeomapZ 上で国土地理院の数値地

図 1km/250m/50mDEM のテキストファイルをバイナリに変換

する方法を紹介する． 

１） PC に例えば GmapZ というフォルダ（約 500MB 程度

のフリー容量が必要）を作成し,ここに地質調査所の匿

名 FTP サ イ ト （ http:// www.aist.go.jp 

/GSJ/FTP/GeomapZ/）からすべてのファイル(第 10 図)

をダウンロードします． 

２） 100 万分の１の地質図データ及び他のデモデータが用

意 さ れ て い る の で ， GeomapZ.exe あ る い は

GeomapZa.exe を実行できる．次に TopoJ50 サブフォル

ダに標高 DEM を転送する． 

３） まず，２５０M の CD-ROM をセットし，「Utilities」

[DEM(GSI) －＞LEM]メニュコマンドをクリックする．

第 11 図のようなダイアローグボックスが表示される．

“Source path…”をクリックしてデータファイル（任

意１つ）を選択すればエディタボックスにそのデータ

ファイルを含むフォルダ名が自動的に表示される．さ

らに転送先を指定してから “Start”ボタンをクリック

し 転 送 を 開 始 さ せ る ． 転 送 が 終 わ る と ，

¥GmapZ¥TopoJ50¥1km¥に１ｋｍメッシュ対応のデー

タファイルが作成される． 

４） 続いて同様に 250m メッシュのデータを転送する．

転送が終わると．¥GmapZ¥TopoJ50¥250m¥に 250ｍメ

ッシュ対応のデータファイルが作成される． 

５） 最後に数値地図５０M DEM 日本（I）・(II)・（III）の

CD-ROM を順番にをセットし，に 50m メッシュのデ

ータを転送する．X:\GmapZ\TopoJ50\50m\に 50ｍメッ

シュ対応のデータファイルが作成される． 

 

 
 

第 10 図 地質調査上の匿名 FTP サイト http://www.aist.go. 

jp/ GSJ/FTP/GeomapZ/． 
 

 

 

第 11図 国土地理のテキスト数値地図データファイルをバ

イナリファイルに変換するためのダイアローグボックス

（250m DEM のデータファイルを変換する画面）． 

7. 終わりに終わりに終わりに終わりに 
総合的な情報システムとなりつつある GIS については，近

年の情報通信技術の進展に伴い，急速に利用分野が拡大してい

る．GIS は情報の検索・表示を地図上でわかりやすく行うこと

ができるシステムであるから，社会経済活動を効率化・迅速

化・確実化するものとして注目されてきている．GIS 導入の効

果として，情報検索・更新の迅速化，情報のコスト削減等のさ

まざまなメリットが生まれる．さらに，従来の紙地図に代わっ

てコンピュータ上でデジタル地図を活用することにより，これ

までの紙地図ではできなかった高度な分析やシミュレーショ

ン等を行うことができるようになる． 

地球空間デ－タ基盤の整備の一環として，地質調査所では地

質図のような基本情報の数値化及びデータベース化が積極的

に行われているが，十分とは言えず，今後の展開に期待する．  
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    要旨 

地質調査所における地質情報データベースの作成と公開地質調査所における地質情報データベースの作成と公開地質調査所における地質情報データベースの作成と公開地質調査所における地質情報データベースの作成と公開 

 

：雷 興林・長谷川 功 

   

  高度情報化時代に向かって，地質調査所は地球科学情報――特に地質図及び地球科学図等を社会に供給するた

め，それらの数値化及びデータベース化を積極的に展開している．地質調査所が発表及び開発している地質情報

データベースについて述べるとともに，それらのデータベースを表示・検索・処理・印刷できる簡易専用地質情

報ビューアソフトウェア－GeomapZ 及び GeomapZ を利用したデータベースの構築例を紹介する．GeomapZ は

Windows95+/NT 以上が稼動するコンピュータ上で動作し，DLG 仕様のベクトルデータファイル, DEM 仕様標高デ

ータファイル，メッシュ化したラスタ画像データファイル（BMP, TIFF）及びテキスト仕様のユーザデータファイ

ルをサポートしている．  

キーワード：キーワード：キーワード：キーワード： GIS, 地質調査所, 地質情報 
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